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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月26日(2010.5.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像して画像データを取得する撮像手段と、
　被写体の輝度を測光する測光手段と、
　前記撮像手段により取得した画像データに基づく第１の測光値と、前記測光手段により
取得した第２の測光値との差分を検出する差分検出手段と、
　前記差分検出手段により検出された前記差分に基づいて前記第１の測光値または前記第
２の測光値を補正する補正手段とを有し、
　前記差分検出手段は、連続して取得された前記第１の測光値と前記第２の測光値との差
分を検出することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記差分検出手段により検出された前記差分に基づく補正値を記憶する記憶手段を有し
、
　前記補正手段は、前記記憶手段に記憶された前記補正値を用いて前記第１の測光値また
は前記第２の測光値を補正することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記撮像手段で撮像を行う際の露出制御を、前記第１の測光値に基づいて行うか前記第
２の測光値に基づいて行うかを切り換える切換手段を有し、
　前記差分検出手段は、前記切換手段により切り換えが行われる前に取得された前記第１
の測光値と切り換えが行われた後に取得された前記第２の測光値との差分、または、前記
切換手段により切り換えが行われる前に取得された前記第２の測光値と切り換えが行われ
た後に取得された前記第１の測光値との差分を検出することを特徴とする請求項１または
２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記差分検出手段は、前記第２の測光値と、該第２の測光値に基づく露出制御をして前
記撮像手段により取得された画像データに基づく前記第１の測光値との差分を検出するこ
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とを特徴とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項５】
　当該撮像装置に装着される交換レンズの個体判別手段を有し、
　前記個体判別手段により判別された個体に応じた前記記憶手段の記憶領域に、前記補正
値を記憶することを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項６】
　当該撮像装置に装着される交換レンズの焦点距離または撮影距離に応じた前記記憶手段
の記憶領域に、前記補正値を記憶することを特徴とする請求項２または５に記載の撮像装
置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】撮像装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、測光センサの出力に基づく測光値と撮影した画像データに基づく測光値とを
取得する撮像装置に関するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（発明の目的）
　本発明の目的は、測光センサの出力に基づく測光値と撮影した画像データに基づく測光
値のいずれの測光値を用いても、適正な光量の撮影を行えることを可能にする撮像装置を
提供しようとするものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、被写体を撮像して画像データを取得
する撮像手段と、被写体の輝度を測光する測光手段と、前記撮像手段により取得した画像
データに基づく第１の測光値と、前記測光手段により取得した第２の測光値との差分を検
出する差分検出手段と、前記差分検出手段により検出された前記差分に基づいて前記第１
の測光値または前記第２の測光値を補正する補正手段とを有し、前記差分検出手段が、連
続して取得された前記第１の測光値と前記第２の測光値との差分を検出することを特徴と
する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明によれば、測光センサの出力に基づく測光値と撮影した画像データに基づく測光
値のいずれの測光値を用いても、適正な光量の撮影を行うことができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　１１０は通信部であり、ＲＳ２３２ＣやＵＳＢ、ＩＥＥＥ１３９４、Ｐ１２８４、ＳＣ
ＳＩ、モデム、ＬＡＮ、無線通信、等の各種通信機能を有する。１１２は通信部１１０に
よりカメラ本体１００を他の機器と接続するコネクタ或いは無線通信の場合はアンテナで
ある。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　３９９は後述の交換レンズ３００とシステムコントローラ５０との通信を行う通信線、
４９９は後述の外付けストロボ４００とシステムコントローラ５０との通信を行う通信ラ
インである。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　次のステップＳ１２２では、システムコントローラ５０は、測距（焦点検出）処理を行
って撮影レンズ３０１の焦点を被写体に合わせ、測光処理を行って絞り値及びシャッタ時
間を決定する。この測光・測距処理の詳細は、図５を用いて後述する。測光・測距処理が
終了するとステップＳ１２３へ進み、内部メモリ或いはメモリ５２に記憶されるＥＶＦフ
ラグの状態を判定する。ＥＶＦフラグが設定されていなければ直ちにステップＳ１２５へ
進むが、ＥＶＦフラグが設定されていたならばステップＳ１２４へ進む。ここでは、画像
表示部２８の表示状態をフリーズ表示状態から切り換えてスルー表示状態に設定してステ
ップＳ１２５へ進む。なお、ここでのスルー表示状態は、上記ステップＳ１１６でのスル
ー状態と同じ動作状態である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
　ステップＳ３０１にて、ファインダモード設定スイッチ６６の状態を判定し、ファイン
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ダモードがＥＶＦモードであればステップＳ３０２へ進む。ステップＳ３０２にて被写体
輝度値（ＢＶＩ）、撮像素子感度（ＳＶ）より設定された公知のプログラム線図に基づき
、本撮影の露出値（シャッタ速度ＴＶと絞り値ＡＶ）を求める。続くステップＳ３０３に
て、開放のままであるシャッタ９を一度閉じる。そして、交換レンズ３００の絞り３０４
を上記ステップＳ３０２で演算した所定の絞り値まで絞り込み、ステップＳ３０８へ進む
。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
　一方、ファインダモード設定スイッチ６６の状態が、ＯＶＦモードであればステップＳ
３０４へ進む。ステップＳ３０４にて、撮像素子１４を用いての被写体輝度値（ＢＶＩ）
と測光センサ７を用いての被写体輝度値（ＢＶＳ）の差分である補正値（ＢＶｄｉｆ）が
既に求められているか否かを判定する。未だ求められていなければステップＳ３０６へ進
む。既に求められていて補正値があればステップＳ３０５へ進み、被写体輝度値（ＢＶＳ
）に、補正値を加算する。そして、次のステップＳ３０６にて、被写体輝度値（ＢＶＳ）
、撮像素子感度（ＳＶ）より設定された公知のプログラム線図に基づき、本撮影の露出値
（シャッタ速度ＴＶと絞り値ＡＶ）を求める。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　一方、ファインダモードがＯＶＦであればステップＳ３１３へ進み、主ミラー１および
サブミラー３をダウンすると共に絞り３０４を開放状態にする。そして、次のステップＳ
３１４にて、撮像した画像から被写体輝度値（ＢＶＩ）を算出し、続くステップ３１５に
て、上記ステップＳ２１０で算出した撮影直前の測光センサ７を用いての被写体輝度値（
ＢＶＳ）との差分ＢＶｄｉｆ（＝ＢＶＩ－ＢＶＳ）を演算する。そして、次のステップＳ
３１６にて、装着されている交換レンズ３００の個体識別コードと、ズーム位置或いはフ
ォーカス位置に応じた、不揮発性メモリ５６の所定の記憶領域に上記の差分ＢＶｄｉｆを
補正値として記憶し、撮影処理を終了する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７９】
　ステップＳ４０１にて、システムコントローラ５０は、ファインダモード設定スイッチ
６６の状態を判定し、ファインダモードがＥＶＦモードからＯＶＦモードに変更された場
合は、ステップＳ４０２へ進む。そして、このステップＳ４０２では、撮像素子１４にて
上記ステップＳ２０１で繰り返し求められている被写体輝度値（ＢＶＩ）を一時保存する
。続くステップＳ４０３では、ファインダモードをＯＶＦモードに変更するために、主ミ
ラー１およびサブミラー３をミラー制御部４１を介してダウンする。そして、次のステッ
プＳ４０４にて、ＯＶＦモードに変更された事を示すＯＶＦフラグを設定する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８０】
　次のステップＳ４０５では、測光センサ７で被写体輝度を測光し、上記ステップＳ２１
０と同様にして被写体輝度値（ＢＶＳ）を算出する。そして、次のステップＳ４０６にて
、上記ステップＳ４０２で保存してある撮像素子１４から算出した被写体輝度値（ＢＶＩ
）との差分ＢＶｄｉｆ（＝ＢＶＩ－ＢＶＳ）を算出する。その後はステップＳ４２０へ進
む。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　上記ステップＳ４０１にてファインダモードがＯＶＦモードからＥＶＦモードに変更さ
れた場合はステップＳ４１０へ進み、測光センサ７にて上記ステップＳ２１０で繰り返し
求められている被写体輝度値（ＢＶＳ）を一時保存する。そして、次のステップＳ４１１
にて、ファインダモードをＥＶＦモードに変更するために、主ミラー１およびサブミラー
３をミラー制御部４１を介してアップすると共に、ＥＶＦモードに変更された事を示すＥ
ＶＦフラグを設定する。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８２】
　次のステップＳ４１２では、露光制御部４０を介してシャッタ９を開放状態にし、続く
ステップＳ４１４にて、撮像素子１４を用いて被写体輝度を測光する。そして、次のステ
ップＳ４１５にて、上記ステップＳ４１０で保存してある撮像素子１４から算出した被写
体輝度値（ＢＶＳ）との差分ＢＶｄｉｆ（＝ＢＶＩ－ＢＶＳ）を算出する。その後はステ
ップＳ４２０へ進む。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８４】
　以上の様にして、図５のステップＳ３１６または図６のステップＳ４２０にて保存され
た補正値は、撮像素子１４で撮像された画像から算出した被写体輝度値（ＢＶＩ）と測光
センサ７で算出された被写体輝度値（ＢＶＳ）の差分である。よって、例えば撮像素子１
４で測光された被写体輝度を基準として、測光センサ７で測光したとする。この場合、こ
の差分を加算することにより、双方の露出誤差を補正して、撮像面、測光センサ７のどち
らで測光値を決めた場合でも、同じ露出値の画像を撮影することが可能になる。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　上記実施例１では、撮影者が意識することなく、自動的に撮像素子１４で撮像された画
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像から算出した被写体輝度値（ＢＶＩ）と、測光センサ７で算出された被写体輝度値（Ｂ
ＶＳ）の相互誤差をキャリブレーションしている。これに対し、本発明の実施例２では、
使用者が任意にキャリブレーションを行える構成としたものである。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８９】
　ステップＳ５０１にて、システムコントローラ５０は、ファインダモード設定スイッチ
６６の状態を判定し、ファインダモードがＥＶＦモードであればステップＳ５０２へ進む
。そして、撮像素子１４にて上記ステップＳ２０１で繰り返し求められている被写体輝度
値（ＢＶＩ）を一時保存する。そして、次のステップＳ５０３にて、ファインダモードを
ＯＶＦモードに変更するために、主ミラー１およびサブミラー３をミラー制御部４１を介
してダウンする。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　次のステップＳ５０４では、測光センサ７で被写体輝度を測光し、図４のステップＳ２
１０と同様、被写体輝度値（ＢＶＳ）を算出する。そして、次のステップＳ５０５にて、
上記ステップＳ５０２で保存してある撮像素子１４から算出した被写体輝度値（ＢＶＩ）
との差分ＢＶｄｉｆ（＝ＢＶＩ－ＢＶＳ）を算出する。続くステップＳ５０６では、ＥＶ
Ｆモードに復帰するために、主ミラー１およびサブミラー３をアップする。その後はステ
ップＳ５２０へ進む。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　上記ステップＳ５０１にてファインダモードがＯＶＦモードであった場合はステップＳ
５１０へ進み、測光センサ７にて上記ステップＳ２１０で繰り返し求められている被写体
輝度値（ＢＶＳ）を一時保存する。そして、次のステップ５１１にて、ファインダモード
をＥＶＦモードに変更するために、主ミラー１およびサブミラー３をミラー制御部４１を
介してアップする。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　次のステップＳ５１２では、露光制御部４０を介してシャッタ９を開放状態にし、続く
ステップＳ５１３にて、撮像素子１４より上記ステップＳ２０３と同様にして、被写体輝
度を測光する。そして、次のステップＳ５１４にて、上記ステップＳ５１０で保存してあ
る撮像素子１４から算出した被写体輝度値（ＢＶＳ）との差分ＢＶｄｉｆ（＝ＢＶＩ－Ｂ
ＶＳ）を算出する。
【手続補正２４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　以上の様にしてキャリブレーションモードを行う事により、図８のステップＳ５２０に
て保存された補正値は、撮像素子１４で撮像された画像から算出した被写体輝度値（ＢＶ
Ｉ）と測光センサ７で算出された被写体輝度値（ＢＶＳ）の差分である。よって、例えば
撮像素子１４で測光された被写体輝度を基準として、測光センサ７で測光したとする。こ
の場合、この差分を加算することにより、双方の露出誤差を補正して、撮像面、測光セン
サ７のどちらで測光値を決めた場合でも、同じ露出値の画像を撮影することが可能になる
。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１００
【補正方法】削除
【補正の内容】
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